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駅前の七夕ページェントに参加
［7/7(士)～14(土)］断水の経過とその対応を振り返る

断水！その時…産廃が招いた 2 戸田弘紀さん(東小2年:高浜町）

私の学校で作った七夕飾りには、

｢かみさまになりたい」と書いた

短冊を飾りました｡晴れた日が好

きなので､神様になっていつも晴

れた日にしようと思ったからで

す。でも、たまには雨の日もな

いといけないと教わりました。

オープンから1年総合福祉センター－4

みんなのひろば 8

情報宅配便 12

○無料法律相談を開きます

○人間ドック（一般ドック・脳ドック）の受診者募集



産
廃
が
招
い
た

断
水

そ
の
時
．
。
．

●

断
水
の
経
過
と
そ
の
対
応
を
振
り
返
る

7月6日（金）、大能地区で起きた花貫川へのダンプカー転落事故がきっ

かけで始まった今回の断水。終わってみると、全世帯の8割にも当たる約

9千世帯が、27時間から最大40時間という長時間にわたって水が出ない

という、市始まって以来の断水による大きな災害となりました。

改めてこの断水の経過を振り返るとともに、その後の対応について報告

します。

●庶務課査(23)2119●水道部容(22)3642

｜
対
策
駕
蕊
畳

そ
の
後
、
取
水
口
で
油
が
流
入
し
て
く

る
の
を
確
認
し
た
た
め
、
午
前
七
時
三
八

分
に
水
質
の
安
全
性
を
考
慮
し
て
取
水
を

停
止
し
、
市
の
広
報
車
で
事
故
の
発
生
と

断
水
の
広
報
を
行
い
、
午
前
一
○
時
四
○

分
か
ら
断
水
の
作
業
に
入
り
ま
し
た
。
こ

の
措
置
に
よ
り
同
浄
水
場
か
ら
配
水
を
受

け
て
い
る
各
家
庭
で
は
、
徐
々
に
水
が
出

な
く
な
り
始
め
ま
し
た
。
間
も
な
く
「
水

が
突
然
出
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
断
水
の

断
水
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
同

日
午
前
○
時
ご
ろ
（
譽
察
署
の
発
表
）
に
大

能
地
区
で
起
き
た
ダ
ン
プ
カ
ー
の
転
落
事

故
で
し
た
。
転
落
し
た
場
所
は
、
市
民
の

飲
用
水
と
な
っ
て
い
る
花
貫
川
の
上
流
。

積
載
し
て
い
た
産
業
廃
棄
物
は
、
油
成
分

を
含
ん
だ
黒
い
砂
状
の
物
質
で
、
こ
れ
ら

が
川
を
せ
き
止
め
る
よ
う
に
車
と
と
も
に

落
ち
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
場
か
ら
は

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
油
が
水
面

に
浮
か
ん
で
流
れ
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

飲
用
水
と
し
て
実
際
に
取
水
す
る
場
所

は
、
現
場
か
ら
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

下
流
に
あ
る
第
一
浄
水
場
。
こ
こ
で
は
警

察
署
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
午
前
六
時
過

ぎ
か
ら
河
川
の
監
視
や
取
水
口
な
ど
へ
の

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
て
そ
の
推
移

を
見
守
り
ま
し
た
。

花
貫
川
上
流
に
産
業
廃
棄
物
が
流
出

ー

争
銅
布
曲
わ
奄
舗
翻
討
言
全

簿
講
霧
鍬

舗
琴
謬
鐸

轄
蕊
鍵
齢

最
初
に
給
水
所
を
設
置
し
た
場
所
は
、

市
役
所
と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
二
か
所

で
、
そ
の
時
間
は
午
前
二
時
三
○
分
。

そ
の
後
、
市
で
保
有
す
る
給
水
タ
ン
ク
の

ほ
か
に
十
王
町
の
給
水
タ
ン
ク
を
借
り
、

ま
た
北
茨
城
市
や
日
立
市
か
ら
も
給
水
車

と
職
員
の
派
遣
を
受
け
て
対
応
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
い

て
自
衛
隊
の
派
遣
も
要
請
し
、
午
後
七
時

過
ぎ
に
は
勝
田
駐
屯
地
な
ど
か
ら
七
台
の

給
水
車
の
派
遣
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
給
水
車
に
よ
り
、
市
内
一
三
か
所
に
給

水
所
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
高
齢

者
や
障
害
者
の
世
帯
な
ど
に
つ
い
て
は
、

随
時
水
の
入
っ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
を
戸
別
に

問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
り
、
午

前
一
一
時
過
ぎ
に
は
配
水
し
て
い
る
ほ
ぼ

全
域
で
断
水
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
こ
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、

午
前
一
○
時
三
○
分
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
。
同
本
部
で
は
河
川
に
落
ち
た
ダ
ン

プ
カ
ー
の
撤
去
と
積
み
荷
の
除
去
対
策
を

は
じ
め
、
断
水
し
た
各
家
庭
へ
の
具
体
的

な
対
応
策
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
各
家
庭
へ
の
配
水
に
つ

い
て
は
、
当
面
、
大
北
川
か
ら
取
水
し
て

い
る
関
口
浄
水
場
が
機
能
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
配
水
区
域
と
な
っ
て
い
る
松

岡
地
区
の
公
共
施
設
の
水
道
水
の
利
用

と
、
合
わ
せ
て
早
急
に
市
内
に
臨
時
の
給

水
所
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

自
衛
隊
な
ど
に
よ
る
臨
時
給
水
所
を
設
置
や
一
恥

2



配
付
し
ま
し
た
．

夜
半
に
入
る
に
従
い
給
水
所
の
利
用
者

も
少
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
こ
の
日
の

給
水
所
で
の
活
動
は
、
一
部
の
地
域
を
除

い
て
午
後
二
時
で
い
っ
た
ん
打
ち
切
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
対

策
本
部
会
議
で
は
、
復
旧
に
は
翌
日
の
午

前
中
い
っ
ぱ
い
ま
で
か
か
る
と
の
見
込
み

か
ら
、
引
き
続
き
自
衛
隊
の
支
援
を
要
請

し
、
新
た
に
古
河
や
霞
ヶ
浦
、
土
浦
、
練

馬
の
各
駐
屯
地
か
ら
合
わ
せ
て
二
○
台
の

給
水
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
翌

日
の
給
水
が
決
ま
っ
た
た
め
に
、
午
後
九

時
過
ぎ
か
ら
は
断
水
し
て
い
る
各
地
区
の

連
絡
員
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
、
現
在
の

状
況
と
翌
日
の
給
水
所
の
状
況
に
つ
い
て

電
話
で
連
絡
し
ま
し
た
。

翌
七
日
は
、
午
前
五
時
か
ら
給
水
所
で

の
活
動
を
開
始
。
先
の
自
衛
隊
の
追
加
要

請
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
日
は
市
内
一
七
か

所
に
二
六
台
の
給
水
車
を
配
置
し
て
給
水

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
断
続
的

に
開
か
れ
た
対
策
本
部
会
議
で
は
、
逐
次

花
貫
川
河
川
の
水
質
検
査
の
報
告
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
原
水
の
安
全
性
が
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
実
際
の
取
水

開
始
は
正
午
過
ぎ
に
ま
で
延
び
て
し
ま
い

ま
し
た
。

ま
た
、
取
水
口
を
通
っ
た
水
は
、
そ
の

後
、
沈
澱
槽
な
ど
い
く
つ
か
の
水
槽
を
通

り
抜
け
る
た
め
、
実
際
に
各
家
庭
に
向
け

‐
諺
〉
鋪
“
議
、
録

一
配
水
開
始
は
翌
日
午
後
二
時
錨
瀦

て
配
水
が
始
ま
っ
た
の
は
午
後
二
時
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
配
水
が
始

ま
っ
た
と
い
う
広
報
は
、
市
の
広
報
車
の

ほ
か
地
域
消
防
団
の
消
防
車
も
活
用
し
て

行
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
す
べ
て
の

地
域
に
水
が
い
き
わ
た
る
ま
で
は
さ
ら
に

長
い
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

午
後
三
時
に
自
衛
隊
の
給
水
車
が
撤
収

し
た
後
は
、
水
の
出
な
い
地
区
に
市
の
給

水
車
や
ポ
リ
タ
ン
ク
を
使
い
な
が
ら
配
水

を
続
け
ま
し
た
。
実
際
に
各
家
庭
に
水
が

い
き
わ
た
る
時
間
は
、
住
宅
の
構
造
や
立

地
状
況
な
ど
に
よ
り
大
き
な
差
が
生
じ
ま

し
た
。
駅
東
地
区
で
は
午
後
三
時
ご
ろ
に

水
が
届
い
た
も
の
の
、
中
層
住
宅
の
高
浜

市
営
住
宅
で
は
午
後
一
○
時
ご
ろ
、
ま
た

高
台
に
あ
る
石
滝
団
地
で
は
翌
八
日
の
午

前
一
時
三
○
分
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
災
害
と
い
え
ば
主

に
水
害
を
想
定
し
な
が
ら
そ
れ
ら
の
対
策

事故現場の状況 多
く
の
教
訓
を
残
し
て
・
坐
・

“
轌
守
畠
喀
諺
令
・
騨
準
や
Ｊ
、
■
Ｊ
‐

ー

を
立
て
て
き
て
い
た
だ
け
に
、
今
回
の
断
水

で
は
多
く
の
課
題
と
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

そ
の
最
初
に
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
市
民

へ
の
広
報
で
す
。
断
水
が
予
想
さ
れ
る
段

階
か
ら
、
市
の
広
報
車
五
台
を
巡
回
さ
せ

て
、
こ
の
間
の
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
「
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
内
容
が
聞
き
取

れ
な
い
」
、
「
広
報
車
が
回
っ
た
と
い
う
形

跡
が
な
い
」
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

初
期
対
策
と
し
て
の
広
報
に
つ
い
て
は
、

十
分
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省

し
、
今
後
は
広
報
車
の
増
車
や
効
果
的
な

広
報
の
方
法
・
内
容
な
ど
を
検
討
し
な
が

ら
、
急
な
災
害
時
に
も
十
分
機
能
出
来
る

よ
う
な
広
報
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
断
水
の
広
報
に
つ
い
て

は
、
事
故
当
日
午
前
二
時
三
○
分
以
降
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
給
水
所
の
設
置
状

況
を
中
心
に
「
緊
急
連
絡
」
と
し
て
情
報

を
提
供
し
ま
し
た
。
以
来
、
断
水
が
終
息

す
る
八
日
の
午
前
中
ま
で
に
約
二
千
四
百

大能地区の国道461号沿いの花買

川に落ちたダンプカ

ー

件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害
情

報
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
な
が
ら
最
新
情
報
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
給
水
設
備
の
充
実
や
人
員

体
制
の
確
立
、
さ
ら
に
は
産
業
廃
棄
物
な

ど
の
不
法
投
棄
防
止
へ
の
対
応
な
ど
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
市

始
ま
っ
て
以
来
の
災
害
へ
の
自
衛
隊
派
遣

要
請
と
近
隣
市
町
か
ら
の
支
援
。
こ
れ
ら

は
断
水
な
ど
広
範
囲
の
災
害
に
は
、
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
対
応
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
今
後
は
広
域

的
な
視
点
に
立
っ
て
こ
れ
ら
の
対
策
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
時
に
向
け

た
対
応
策
に
つ
い
て
具
体
的
な
行
動
計
画

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇

今
回
の
断
水
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
市

内
の
企
業
や
事
業
所
な
ど
か
ら
各
種
資

材
、
機
材
の
ほ
か
、
飲
用
水
の
提
供
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ダンプカ を移動させた後、積載さ

れていた産業廃棄物を除去

オ
イ
ル
フ
エ
ン
ス
で
油
の
拡

散
を
防
ぐ

3



「萩っこ・はまなす」

総合福祉センター
高齢福祉課

面22-0080

健康づくり課

昨
年
八
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
萩
っ
こ
・
は
ま
な
す
」
。

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
市
民

の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

が
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
｜
年
経
過
し
た

セ
ン
タ
ー
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

面24＝2121
零…塁

セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、

広
さ
三
九
○
平
方
メ
ー
ト
ル
。
観
覧
席
は
二

八
四
席
あ
り
、
舞
台
と
音
響
設
備
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
席
や
舞
台
は
電
動

で
収
納
で
き
る
た
め
、
ミ
ニ
体
育
館
と
し
て

サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表
や
体
操
教
室
な
ど
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

研
修
室
や
会
議
室
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
に
鷺
二

ゼ

利

用

ｘ

だ

き

聯

一一

蝋
獅
捌

鮒
釧

ー

蕊蕊議議霧一
多目的ホールでの会議

曇施設の使用料金暑

こ
れ
ら
多
目
的
ホ
ー
ル
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課

（
召
酩
’
０
０
８
０
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

》
》

午前9時
～正午

午後1時
～5時

午後6時
～9時セ

ン
タ
ー
内
の
広
い
通
路
の
一
部
は
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
無
料
で
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
。
広
さ
は
約
二
○
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

パ
ネ
ル
の
ほ
か
展
示
に
要
す
る
テ
ー
ブ
ル
も

利
用
で
き
ま
す
。
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
絵
画

や
写
真
な
ど
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

区分

多目的

ホール

三宝

10,000円 12,000円 12,000円
薑

簔

臺

讓

篝

牽

研修室 1,500円 2,000円 2､000 g

鐸
塞
審
鐸
峠
院
に
陸
瞬
牌
陣
屋
鴎
騨
騨
藤
騨
瞬
露
職
蝉
瞬
耀

会議室 1,500円 2,000円 2,000円

未就学児：無料

小･中学生、65歳以上、身体障害者

手帳・療育手'帳・精神障害者保健

福祉手帳を有する人：200円

上記以外の人: 500円

※時間は午前9時～午後5時

浴場

… ；
1,〆''',ダ''1，戸'''1〆''1,〆Ill,〆'''1房''1,〆11',〆ltl,〆''1,〆111,ダ''1,〆''1,房''''〆''1,〆lll,〆'''1ダリ'11〆'''1〆''1，〆IIl,〆I’ 〆I'',〆I1ll〆lll,〆''11〆'11,〆'''1〆111,グ''1,〆''1，″IilI〆''1,〆''',〆'''1〆Ill,〆'''1〆'11,〆'''1〆Illl〆'' 1〆''11〆Ill,〆'''1〆''1,〆1111〆''',戸''16〆''11〆'11,〆'1'1〆'''1〆''11

一
一
一Ｌ

班

一》

唾
抜

手
▽
《

謹
醒

八
川

束

七

…ミ

＝

、 ＝0

廻霞
I

在宅介護支援センターシルバー人材センター

植木の手入れや除草、ふすま・障子

のはり替えなどの仕事を、シルバー会

員が引き受けます。仕事の依頼は、ま 獺
在宅介護についての電話相談や面接相談福祉

サービスや福祉用具の紹介などをしています。お

気軽に相談ください。522- 80

ずは電話で相談ください｡B23-7911
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壺
避
鐘
華
《
》
蕊
奔
津
諜
報
舜
薄
謹
李
、
慧
牽
擁
蕊
蕊
“
塞
誕
轟
滝
準
鋒
琴
静
熟
潭
奄
蕊
》
瀧
誕
鐸
謹
謡
蝉
誌
認
揮
溌
薙
韓
等
域
嘩
謡
蕊
巽
鶏
戟
鐵
鞄
が
鞭
瑚
磯
鱗
溌
職
舜
樒
騨
鍵
謝
謝
慧
霜
砕
蕊
縄
顎
誤
謬
擁
舞
鞍
騨
蕊
識
辮
謝
擬
騨
誤
鋳
識

セ
ン
タ
ー
で
は
健
康
や
福
祉
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
乳
幼
児
対
象
の
健
診
や
育
児
教
室
、
病

気
の
予
防
に
向
け
た
健
康
料
理
教
室
や
身
体

の
機
能
回
復
を
め
ざ
す
リ
ハ
ビ
リ
教
室
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

蕊

慰
鐘
蔑
抵
鰹
窒
蕊
溌
庁

鵬織色ンターで

イン蛇コー〃

使いやすい調理台で助かります

鼠
調理室で月1回ひとり暮らし高齢

者などのみなさんに食事を作ってい

ます。－度に120人分ほど作るので、

広い調理台がとても便利です。ま

た、ガス台の火力も強いので、短時

間で料理が作れるのがいいですね。

食品の収納庫も広いので、使い勝手

がとてもいいんですよ。

そ
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
の
悩
み

に
つ
い
て
相
談
で
き
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」

や
病
気
や
身
体
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
「
健

康
（
歯
・
栄
養
）
相
談
」
。
ま
た
、
身
体
の
状

態
を
知
る
た
め
の
、
基
本
健
康
診
査
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

出
産
や
育
児
、
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
や

基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
健
康
づ
く
り
課
（
Ｂ
型
‐
２
１
２
１
）

ま
で
ど
う
ぞ
。

ー

きれいな施設がいいだすね

検診の受け付け

＃

今日は3歳児健診を受けに来まし

た。会場が広くきれいなのはいいで

すね。また、2階にある｢子供プし－
心胆うだん

室」は絨毯が敷いてあり、子どもが

走れる広さもあるので、ときどき利

用しています。雨の日も遊べるのが

いいですね｡できれば本だけでなく、

遊具などもあるといいと思います。

稚…

〃蟻-雫＃
＃ご廷?，測 ■赤ちゃん教室：毎月1回

/0歳から1歳6か月ま

でのお子さんとお母さん

が対象。

ﾛすこやかランド：毎月1

-S9
§相談：毎週月曜日／ ⅡFｰ■蕊葱

ﾐたでも相談できます｡／利
． 〈# ､，

j､栄養相談は予約が必要用

侭健康診査(有料) :8月Ⅱ幕§
O

ﾖ(水)､ 23日(木*)24だ
；. ､ 鼻;.”

金)､9月7日(金*)､ '0 ℃さ

目).イ19蔵旦型西酎mf

『 ■健康相談：毎週月曜日／

どなたでも相談できます｡／

＊歯､栄養相談は予約が必要

です。

■墓本健康診査(有料） ：8月

22日(水)、 23日(木＊）、 24

日(金)、9月7日(金＊）、 10

日（月）／19歳以上の市民が

対象／＊は女性のみの検診

日。

常

蕊
篭
覇
驚
葺
爵

回／2歳以上のお子さん

とお母さんが対象。

■こころの相談(予約制） ：

2か月に1回／どなたで

も相談できます。

！
濁
品
串
…

‐

利用者は1ﾙ日約1叩人 溌蕊

灘謬ゞ
ｼﾙｰ人材ｾﾝﾀｰ会員

嵯峨茂男さん

（上手綱）

〆'11,〆''11房'11,〆'''1〆''11〆''1,ダlIll〆IIIl〆'11,〆11 1,〆}11 ,〆'111〆' ''1〆''tI″'1'1〆I'' 1〆I'''〆'11'〆II ll〆'''1毎''1'〆'11'〆}''1戸11'1〆''' 1〆II1l〆liIl〆III l〆' '11〆IlIl房Illl〆''1ボグ''1'〆'' 1'〆

蕊
j鐸､金､亜串#澤為

識 鱗錘
辮

蝋センター内の浴場は、オープン以

来多くのみなさんに利用されていま

す。 1日の平均の入浴者は、季節に

よって違いはありますが､今は100人

程度。また、入浴だけではなく、休

憩室でカラオケや将棋などを楽し躯

姿なども見られます。みなさんのお

越しをお待ちしています。

蕊瀞謹
串蹴

；苅

喫茶夢ふうせん福祉用具展示コーナー

在宅介護に活躍する福

祉用具を展示しています。

センターへお越しの際

には、 ご覧ください。

「高萩市手をつなぐ育成会」が中心となり、

知的障害者の就労体験の場として運営してい

ます。センターへお越しの際には､ぜひご利用

ください。召22-0080 （内線647）
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ら
く
だ
を
使
っ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
旅

な
ど
特
徴
あ
る
海
外
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
「
大
地
を
歩
く
会
」
。
同
会
に
所
属

す
る
小
宅
仁
さ
ん
（
高
浜
町
）
は
、
今
年

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
二
五
日
間
、

「
チ
ベ
ッ
ト
秘
境
紀
行
」
と
題
し
た
活
動

に
参
加
し
ま
し
た
。

小
宅
さ
ん
に
今
回
の
体
験
や
感
想
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
華
人
民
共
和
国
の
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
。

こ
こ
は
中
国
政
府
に
と
っ
て
悩
み
多
き
土

地
で
あ
る
。
そ
こ
に
住
む
チ
ベ
ッ
ト
族
は
独

自
の
文
化
と
宗
教
を
持
ち
、
一
般
の
中
国
人

（
主
に
漢
族
）
と
は
思
想
が
根
本
的
に
違

う
。
ま
た
雄
大
な
自
然
が
広
が
っ
て
は
い
る

が
、
開
発
や
生
産
の
限
ら
れ
た
大
地
。
過
去

に
は
か
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
を
巡
る
因
縁
と
争

い
も
あ
り
、
今
で
は
不
仲
極
ま
り
な
い
イ
ン

ド
と
の
国
境
も
あ
る
。

こ
れ
だ
け
な
ら
ば
何
の
よ
い
と
こ
ろ
も

無
い
よ
う
に
思
う
だ
ろ
う
が
、
我
々
の
よ

う
な
日
本
人
や
欧
米
人
の
物
見
遊
山
よ
ろ

し
く
向
か
う
観
光
地
と
し
て
は
、
何
と
も

魅
力
に
溢
れ
る
世
界
だ
っ
た
。

地
図
上
で
は
富
士
山
な
ど
問
題
に
な
ら

な
い
高
さ
の
五
千
か
ら
八
千
メ
ー
ト
ル
級

の
山
々
が
そ
び
え
て
い
る
の
だ
が
、
実
際

の
見
た
目
は
そ
れ
ほ
ど
の
高
さ
を
感
じ
な

い
。
「
こ
ん
な
も
の
な
の
か
？
」
と
い
う
印

象
を
受
け
る
。
そ
れ
は
そ
う
だ
。
こ
の
チ

ベ
ッ
ト
の
大
地
が
既
に
高
度
三
千
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
ち
ょ
っ
と
し
た
峠
な
ら
ば
五

千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が

園
チ
ベ
ッ
ト
秘
境
紀
行

そ
こ
か
ら
見
た
グ
レ
ー
ト
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山

並
み
は
、
高
さ
と
は
関
係
な
い
ス
ト
レ
ー

ト
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
高
さ
を
痛
感
す
る
出
来

事
が
チ
ベ
ッ
ト
に
は
存
在
す
る
。
「
高
山

病
」
だ
。
高
度
を
上
げ
れ
ば
上
げ
る
ほ
ど

頭
痛
と
吐
き
気
と
脱
力
感
が
身
体
を
襲

い
、
最
悪
の
場
合
は
死
も
有
り
え
る
。
そ

れ
で
も
慣
れ
や
順
応
が
あ
る
ら
し
く
、
チ

ベ
ッ
ト
が
二
度
目
と
な
る
私
に
は
、
幸
い

に
も
醜
い
症
状
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
と
は
い
う
も
の
の
エ
ベ
レ
ス
ト
の

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
よ
り
先
へ
の
登
山
を
試

み
た
時
に
は
、
身
体
を
襲
っ
た
虚
脱
感
に

耐
え
ら
れ
ず
、
結
果
と
し
て
Ｃ
Ｉ
と
呼
ば

れ
る
最
初
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
辿
り
着
く
こ

と
さ
え
出
来
ず
退
く
結
果
と
な
っ
た
。
無

論
、
登
頂
が
目
的
で
は
無
か
っ
た
が
、
こ

の
結
果
は
残
念
で
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
書
き
な
が
ら
当
時
の
様
子

を
思
い
浮
か
べ
る
と
改
め
て
悔
し
さ
が
こ

み
あ
げ
て
く
る
。
満
足
い
か
な
か
っ
た
登

山
も
そ
う
だ
が
、
実
は
カ
メ
ラ
を
壊
し
て

し
ま
い
写
真
が
ほ
と
ん
ど
手
元
に
無
い
の

も
悔
し
さ
を
倍
増
さ
せ
て
い
る
。

だ
か
ら
決
め
た
．
九
月
に
ま
た
チ
ベ
ッ

ト
に
行
こ
う
と
…
。

ま
だ
ま
だ
私
の
旅
は
続
き
そ
う
だ
。

聯』

一

メール友だち(ｱﾒﾘｶ合細)からTシャツの贈り物 ｢高萩市民｣がネパールに学校を造る活動を応援

広
が
る
交
流
２
輪
一

』 ↓ Ⅲﾙ: ‘必‘い”:､ ,, ，毎＊ 6月25日付の新間に、ネパールに学校

;を造るための募金活動に取り組んでいる
県立鹿島高等;県立鹿島高校生徒会が紹介されました｡こ
学校生徒会 ；れを見た｢高萩市民｣と名乗る人から､同校
からの ;に募金と励ましの手紙が届けられました．

便LI I職雛晨辮灌篭瑳
jいただきたい｣との依頼がありました。

〃,〃〃〃〃ﾉ〃"' その全文を紹介します。 (駁0識

「高萩市民」様

この度、鹿島高校生の「学校を建てよう」募金活動

にご賛同いただき、募金をお寄せくださいましてあり

がとうございました。

創立90周年を記念して取り組んだものの､そう簡単

に進んでいないのが実情ですが、生徒会を中心にして

工夫しながらみんなで楽しみながら続けています｡｢茨

城：ネパールに学校を造る会」の平井先生たちのご助

言をいただきながら、これまでネパールの実状や文化

を少しずつ学び、教育の大切さ、差別、偏見、異文化、

ひいては自分たちの生活や考え方などをいろいろ考え

させられます。また、募金活動を行うことにより生徒

同士が協力することを学んだ気がします。

来年2月の着工式を目標にこれからも頑張りますの

で、よろしくお願いします。 敬具

2001年7月3日

茨城県立鹿島高等学校体徒会

＊本校では90万円集めてネパールに学校を建てよう

としています。

〆
》

5月下旬に行われた同

校の修学旅行では、参加

した5．6年生の13人が

学校のメールアドレスの

入った英文の名刺を作

り、それぞれに旅行先の

i
、
岸
醇
砕
鯉
趨
主

７
ｋ

１
Ｊ

〆‐‐ノ

睡回
日光で出会った外国人に配りました。 これを

きっかけに、その後、アメリカ合衆国やドイツ、

オーストリアからメールが届くようにり、 6月

にはアメリカ合衆国在住のネルソンさんから全

校児童へTシャツ30枚が贈られてきました。

「突然の贈り物にびっくりしたと同時にとっ

てもうれしく思いました。 これからもこの交流

を大事にしていきたいと思います｣と阿部牧人

さん(6年下細写蒻獅1肋62番目)。また、指導に当たっ

ている落合武先生は､「このような山間地域でも

パソコン－つで世界につながっていることを実

感してもらいたいと思って企画しました。 この

贈り物には私も驚いています｣と話しています。

6

君田小学校で

電子メールの

交流
垂雰
潅
騨謹

溌逮雫塾 鮮霧‘ ‘
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・市政案内旧曜当番医など)テレフォンサービス

B23－1151，23－1152

●火災･災害情報案内召24－0019

盆＃
．
ｋ
ｆ
‐
一
一
一
畳
画
一

群
蕊

野鶴
呼理毒¥釦品司昭 鄙 ず｣ざ､み､¥抵謬 罰

雪一＃

平成2年2月に高萩郵便局が現在の場所に移転し

て以来、 10年間にわたって一人で郵便局のロビーに

花を生け続けています。生けた花を入れるケースや

花器、生ける花すべて須田さんが用意したもの。い

つでも元気な花を楽しんでもらおうと、週に1回程

度、花を交換しています。

「みなさんから励ましの三葉や生けた花に対する

意見をいただきながら楽しく活動しています。何か

感じてもらえる生け花を心がけて、季節に合わせた

花を取り入れて生けています。元気でいる限り続け

ていきたいですね」と須田さん。

上手に釣れるかな

I I蕊繊蝿蕊嬢誕域ﾘ”鰯釣り 7月12日(木）

同校敷地内の「みんなの広場」の池を会場に、

1年生82人が参加して行われたザリガニ釣り。わ

りぱしに糸を付け、スルメをえさにザリガニを釣

りました。 この日は第一幼稚園の園児68人も招待

され、池の周りでは元気な声が響いていました。

ー

蕊謹蕊韻葱蕊迩富国難宅蕊割 7月8日旧）
簿ミ

m)に基づ平成7年の地域住宅計画(HOPE計画）に基づ

き、同支部が中心となって修復した宮田家住宅の

見学会が開かれ、会員など約40人のみなさんが参

加しました。柱など旧家にあった材料を生かした

修復方法を熱心に見学していました。

〆
）

みよし高萩手綱店ギヤラリー522-3993

木曜美会作品展

とき／開催中～8月30日（木） 9:00～18:30

茨城銀行高萩支店ロビー 冠22-2028

高萩写友会の『写真展』

とき／8月6日(月)～31日（金） 9:00～15:00

大作など60点がそろった初の個展 6月27日(ﾎ)-7月8日旧）
茨城県天心記念五浦美術館 冠46-5311I

I 蟻騨鍵迩が天心記念五浦美術館で這罐J|
織一絹の美と技一

とき／開催中～8月26日（日） 9:30～17:00

＊入館は16:30まで。

入館料／一般500円、高大生300円、小中生200円

＊満65歳以上の人は無料(確認できるものの提示必要)。

休館日／月曜日

高萩美術協会などで企画したこの遺作展には、

自宅で保管している作品のほか小中学校や公共施

設などに寄贈されているものなど60点の日本画が

展示されました。訪れたみなさんは、花貫渓谷な

どの絵を熱心に鑑賞していました。

8



◎まちの情報をお寄せください。
し市役所秘書課召23－7320

FM24－4653

み 穏月鍾鴛､蕊貿琴謹窒零繰琴-鎮蕊

ん
な
の

ポケモンに会えますように

7月3日(火）

この七夕の飾り付けには、聖徳保育園の年

長組みの園児19人のみなさんが招待されまし

た。郵便局の入口に立てられた7メートルほ

どの竹には、子どもたちが願いを込めて書い

た短冊が飾られました。

たまどの殻をリサイクル

7月4日(水）

ひ台高萩集会所を会場に初めて開かれたお母さ

んのための手作り教室には、 25人のみなさんが

参加｡たまどの殼を使って､アニメキャラクター

のトトロを作りました。みなさんはリラックス

しながらも、細かい作業を続けていました。

＝

ろ
ば

安全なまちをめざして

7月9日(月）

この大会には､交通安全母の会などの団体から約100人のみな

さんが参加。交通事故防止や銃器根絶にむけての決議文朗読に

続き、譽察署前で通行する車に安全を呼び掛けました。
偉大な先人｢赤水｣を顕彰

’蕊蕊認蕊蕊議鶏譲雛郵豆姦毒"』 7月23日(月） ー

長久保赤水顕彰会などが赤水の200年目の命

日にちなんで開いたこの事業には、 26人のみな

さんが参加。歴史民俗資料館から赤水旧宅まで

の約6キロメートルを歩きました。コースには

赤水のお墓も含まれ、花をたむけました。

蕊

蕊はいったい何でしょう？ 林道のアジサイを手入れ 6月24日(日）

7月3日(火)”

さ
ど
の
シ
戸

見
ほ
芋
ャ
瀬

発
中
山
ジ
と鞭

林道沿い約300メートルに植えられたアジ

サイが美しく育つよう、同支部が主催したこ

の活動には、高萩市明るい社会づくり協議会

の会員も加わり、約50人のみなさんが参加。

花の周りの草を刈ったりごみを拾うなど、清

掃活動が行われました。さん宅を訪れるみなさんに評判でした

9



す
が
、
Ｐ
Ｇ
の
分
泌
量
が
多
す
ぎ
る

と
痛
み
を
伴
い
、
そ
れ
が
生
理
痛
の

因
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
生
理
痛
の

療
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｇ
を
低
下
さ
せ
る

鎮
痛
剤
の
内
服
が
第
一
選
択
に
な
り

ま
す
。
鎮
痛
剤
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出

来
な
い
場
合
に
は
、
子
宮
内
膜
症
を

疑
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
子
宮

内
膜
症
と
は
、
子
宮
内
膜
が
卵
巣
や

腸
や
腹
膜
の
表
面
な
ど
に
で
き
て
、

多
く
の
女
性
が
苦
し
ん
で
い
る
生
理

痛
（
月
経
困
難
症
）
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。
排
卵
後
に
肥
厚
し
た
子
宮
内
膜

は
く
り

が
剥
離
し
、
血
液
と
と
も
に
排
泄
さ
れ

る
こ
と
が
生
理
（
月
経
）
で
す
。
月
経

の
際
に
は
、
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン

（
Ｐ
Ｇ
）
と
い
う
物
質
が
分
泌
さ
れ
ま

す
が
、
Ｐ
Ｇ
の
分
泌
量
が
多
す
ぎ
る

と
痛
み
を
伴
い
、
そ
れ
が
生
理
痛
の
原

因
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
生
理
痛
の
治

（株）アンテックス高萩工場
かずとし

下山田和平さん（秋山）シ

Q.工場について教えて

ください。

A.従業員は125人、建

設機械の部品を製造し

ています。油圧ショベ

ルカーやトラックク

レーンなどの車体が回

転する部分に使われる

ベアリングなどです。

Q. どのような仕事をさ

れていますか？

A.製品の生産管理をパソコンで行っています。

Q.仕事上で注意していることをお聞かせください。

A.受注から出荷まで製品の流れ全体を管理しているの

で、現場の状況を把握しながら、納期が守れるような

健康小話

(ン生理痛の原因と治療
(/諺高萩協同病院産婦人科

長江裕康先生
蕗

激
し
い
生
理
痛
を
引
き
起
こ
す
病
態
で

す
。
治
療
と
し
て
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
偽
閉
経
療
法
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
治
療
の
副
作
用

と
し
て
、
人
工
的
に
更
年
期
障
害
を
引

き
起
こ
し
、
患
者
さ
ん
に
辛
い
思
い
を

さ
せ
て
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に
残
念
な

こ
と
で
す
。
昨
年
、
日
本
で
も
発
売
さ

れ
た
低
用
量
ビ
ル
の
意
外
な
効
用
と
し

て
、
生
理
痛
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

鶴
多
く
の
子
宮
内
膜
症
の
患
者
さ
ん

ハ
に
、
低
用
量
ピ
ル
が
投
与
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
生
理
痛
で

お
困
り
の
人
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
産

《
湾
婦
人
科
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
、
お

》
勧
め
し
ま
す
。

ヒゴ

るようにしています。

Q、 これからの目標をお聞かせください。

A.短期生産、短納期をめざし、状況に応じた生産ができ

るよう、また、自社にあった生産方法が見付けられるよ

う生産管理について勉強をしていきたい思います。
紙# ･錘.
吋 『L外F

鵜､ ;職
f 挿姶繩

艸
幸
福
大
学
で
東
京
都
庁
見
学

７
月
旧
日
（
水
）

松
岡
地
区
公
民
館
が
主
催
す
る
幸
福
大

学
で
３
．
４
年
生
合
同
の
県
外
視
察
が
行

わ
れ
、
旧
人
の
み
な
さ
ん
が
参
加
。
視
察

先
の
東
京
都
庁
で
は
、
都
の
職
舅
に
案
内

さ
れ
て
、
７
階
建
て
の
都
議
会
議
事
堂
を

見
学
し
た
り
、
地
上
約
皿
メ
ー
ト
ル
媚

階
の
展
望
台
か
ら
東
京
の
景
色
を
一
望
し

ま
し
た
。

ー

図
書
館
で
夏
休
み
自
由
研
究
相
談
会

７
月
幻
日
（
金
）

坤

ｆ

夏
休
み
に
入
っ
て
開
か
れ
た
こ
の
相
談

会
に
は
、
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん
が
参

加
。
社
会
や
理
科
、
統
計
グ
ラ
フ
な
ど
の

分
野
に
分
か
れ
て
、
研
究
課
題
へ
の
取
り

組
み
方
や
研
究
し
た
結
果
の
ま
と
め
方
な

ど
、
相
談
員
と
な
っ
た
小
・
中
学
校
の
先

生
に
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
．

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
普
通
救
命
講
贄
会

７
月
４
日
（
水
）

夏
に
起
こ
り
や
す
い
水
の
事
故
に
備
え

て
開
か
れ
た
こ
の
講
習
会
に
は
、
子
ど
も

会
の
関
係
者
な
ど
約
釦
人
の
み
な
さ
ん
が

参
加
。
消
防
書
員
を
講
師
に
、
実
際
に
人

形
を
使
い
な
が
ら
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
み

な
さ
ん
は
、
真
剣
な
表
情
で
受
講
し
て
い

ま
し
た
。

ド
ー
雁
Ｆ
間
，
刷
貯
小
甲
較
岬
Ｉ
融
Ｔ
制
Ｉ
Ｆ
』
ず
３
１
４
，
２
Ｔ
ｌ
が
ｌ
ｒ
ｆ
ｌ
ｔ
耶
ｆ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ

＃

～

鵠

翰

鵠
９
》
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噌 符
…

蝿‘ 蕊識

(子供映画会1 9月8日|土)14:30~
｢キラキラ｣｢こぎつれコンとこだぬきポン」

{あり”教室l @月18日仕l14:30~
｢ゆびにんぎよう（うし･うさぎ)」
｢かぶとむし｣「くわがた’

図書館
へ

行こうノ

重の山野草息〆 γ暹i雲;皇≦ :＝… へ創〆元社
.『 農

講 談 ‘社

日本の高山植物ぎき雲｡ 〕 ： ‘ 〈込山と渓谷社
…- 賦F 零 "･

登山道で出会える花ゞ ← ′ ゞ､ " 日本放送出版協会
‘ ヤ ー

日本百名山を登る: （上?下L」 ‘ ¥’ 、昭"文" 社

ふるさといばらきの山; ﾓ ﾖ 盲～､ ､¥-患』'茨城新間社

新版東北百名山~ 、 JJJJ"" '山‘と渓:谷社野外遊び大図鑑土 ; -§ ､》J 〆J1”い』'■学習;研究社
子どもとでかける茨城あそび場ガイド,メルイ‘ツ出版

週未に楽しむｱｳﾄドｱの本感津大栄｡｢出版
はじめてのオートキャンピング蕊k日本交通公社

釣り魚図典蕊認弾罰f÷"騨醗虫山j'小；f学耐"鑓
親子で楽しむはじめての魚釣り”地”球11:丸

恋23堂7174

…
r

あIさおO害
L 』 』

§
閏
§

8月25日li114:30~

絵本「ボクがこんなにふとった理由」

紙芝居「リンゴがドスーン」

パネルシアター「ポンタのてがみ」

9月12日|ﾎ'14:30～

絵本「でた－つ」

紙芝居「かあさんぞうのはな」

パネルシアター「つきにのぼったうさぎ」

図書館カレンダー●は休み

藩冒火糊詰

蕊鮮
85

12

月19
26

溌日同火水木霊千
ボｲｽ〆で、今月の

UOICe 宇都宮重幸さん(安良川）
９
月

今日は、新間を読みに来ました。いろいろな新間が

あり、平日は比較的すいているので、ゆっくりと読め

るのがいいですね。また、趣味で山に登るので、行き

先などを調べる時も、図書館を利用しています。

ー

30

懸
驚
禮
露
溌
諏

鈴
「
松
岡
七
友
」
と
は
当
時
の
松
岡
地
師
）
と
し
て
江
戸
に
移
り
ま
す
が
、

錨
方
に
お
け
る
好
学
の
人
々
の
集
ま
り
七
友
の
中
で
育
ん
だ
思
想
を
忘
牧
る

録
で
、
中
国
の
古
事
に
な
ぞ
ら
え
て
「
松
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
．
死
罪

識
岡
の
七
賢
人
』
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
覚
悟
の
「
農
民
疾
苦
」
の
上
書
に
も

》
莚
唖
誌
馳
繩
講
毒
四
巻
噸
訴
》
唯
一
そ
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す㈲

鑑
い
、
学
究
に
励
ん
で
い
た
の
で
す
．

続
・
赤
水
と
玄
淳
以
外
の
七
友
の
面
々

瀞
み
ち
の
り
ゆ
う
け
ん

》
圭
一
一
》
一
声
簿
驚
↑
篭
毒
婁
鳶
蕊
鴬
蕊
蕊
蕊
諦
§

く惑

(!’ M)文1畷霊鴎麓イド

塁航蕊8卿，動謬ｻｰﾄ

誘
静
鰹
揮
鐸
源
野
内
感

；
醗
慰
，
無
浄
部
篭
迅
縁
鷲
《
咋
蕊

とき 9月15日(土） …尋…

開演昼の部14:00夜の部18:00

入場料3，000円(全席指定）

竿 : 入場券発売中#塵,畠ぞ､ "典詮一
プレイガイド

田所書店、仲屋書店、Yショッ

プサカモト、モンペリ上島名ね

もと．せきね、滝の湯鉱泉湯治

センター、和田ストアー(+王)、ビ

アノマート (鯛、日立市民会館、

高萩市文化会館

ー

松
岡
七
友
の
中
の赤

水

し
ち
ゅ
う

鋒為一意簿簿養う蕊《…>,“ざ瀞， 峰蕊…･~ 轍
唖

ゥ●

高 萩市市民憲章
三

昭和49年制定

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しく、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

1 .*◆◆ h,1ⅧⅧ11L, ●●●‘ LⅦⅧⅧW●●① 帆叫ⅢⅧⅥⅡ**◆ hⅧⅦ1Ⅷ1 1b ●●● ､ 11ⅢMmL1q ●●● ､LuⅦ岬1W”●､hhlL1Ⅷ1ⅧⅥL ●“ 1ⅡⅧⅦL h‘ ①●●‘LL lⅢⅧ1W1､ G”LLⅧⅢいⅦ③“叩bⅧⅧM

○
甲
●
●
凸

１
１
１
１
１

ゆうほ

円代勇歩さん(卜手綱）

i l



一▼
日
時
９
月
６
日
（
木
）
午
後
１
時
卯
分
か

ら
３
時
釦
分
ま
で
．
▼
会
場
市
役
所
の
市

民
相
談
室
。
▼
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会

所
属
の
弁
護
士
秋
山
安
夫
先
生
。
▼
定
員

６
人
（
先
着
順
）
．
＊
相
談
時
間
は
１
人
即

分
程
度
。
▼
申
込
９
月
３
日
（
月
）
の
午
前

８
時
卯
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
．
＊
こ
の

時
間
前
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
．
▼
問
合
せ

秘
吾
課
昏
（
羽
）
７
３
２
０

▼
職
種
消
防
吏
員
．
▼
募
集
人
員
１
人
．

▼
受
験
資
格
①
平
成
側
年
４
月
１
日
現

在
、
満
旧
歳
以
上
弱
歳
末
満
で
高
校
卒
業
程

度
以
上
の
学
歴
の
人
。
②
平
成
旧
年
４
月
１

日
現
在
、
高
萩
市
ま
た
は
十
王
町
に
居
住
し
、

引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人
。
③
そ
の
他
、

役立つ暮らし に無
料
法
律
相
談
の
相
談
者

平
成
純
年
度
採
用
の消

購
吏
罵

募
集

蕊

蕊鱸蕊

宅 便冠酉｜
､一

停織静紗鯵鞍, 鯵母瀞聯鯵鯵鯵鯵鯵辱醗締職鯵停綴紗’鯵妙妙礁， 鯵＃、 伊鞭捗瀞鯵嘩鮮●ず鮮鞭畷辱鱗伊霧曝零 謬幹帯響霧蕊謬綴 藷響鱗 § 澱“

採
用
試
験
実
施
要
項
に
よ
る
。
▼
申
込
受

験
申
込
害
に
所
要
事
項
を
記
入
し
、
最
近
３

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
顔
写
実
を
貼
り
、
添

付
書
類
を
添
え
て
事
務
局
あ
て
提
出
。
＊
受

験
申
込
雪
は
、
８
月
１
日
（
水
）
か
ら
配
付
し

て
い
ま
す
．
▼
添
付
書
類
卒
業
証
明
書
（
ま

た
は
卒
業
見
込
証
明
書
）
、
成
績
証
明
三
（
開
封

無
効
）
を
各
１
通
。
▼
受
付
期
間
８
月
旧
日

（
金
）
か
ら
９
月
扣
日
（
月
）
ま
で
の
土
・
日
曜

日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

▼
試
験
日
９
月
旧
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
．
▼
試
験
会
場
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
。

▼
問
合
せ
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
事

務
局
恋
（
塑
）
２
９
１
７

▼
職
種
事
務
職
（
募
集
は
若
干
名
）
。
▼
受

験
資
格
昭
和
妃
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
弱

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
校

卒
業
以
上
（
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）
の

人
。
▼
申
込
受
験
願
書
に
所
要
事
項
を
記

入
し
、
最
近
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
顔
写

真
を
貼
り
、
当
組
合
総
務
課
へ
持
参
（
郵
送

は
不
可
）
．
＊
受
験
願
書
は
、
８
月
Ⅲ
日
（
金
）

か
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。
▼
受
付
期
間
９

月
３
日
（
月
）
か
ら
９
月
屹
日
（
水
）
ま
で
の

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
卯
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
．
▼
試
験
日
仰
月
四
日
（
日
）

午
前
９
時
訓
分
か
ら
。
▼
試
験
会
場
常
陸

太
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
．
▼
問
合
せ

茨
城
北
農
業
共
済
事
務
組
合
Ｂ
Ｏ
２
９
４

（
泥
）
６
２
２
６

平
鰯
郷
年
廉
採
悶
の

茨
城
北
蔑
業
共
演
事
務
綱
合
職
員

＝

辱齢群霧奪鯵争嘩鯵辱鯵母‘ 僻紗等●棒酔伊砂や鯵織醗' 鈩確鯵伊妙零僻齢夢惨伊拶篭紗僻餃紗診鯵鯵鯵僻呼紗が齢鯵 妙鯵鯵霧鮮鮮霧奪辱鮮雰霧鯵鯵癖霧、 寧鯵乎 騨

人間ドック（一般ドック・脳ドック） 保険医療課

の受診者B23-2117
国民健康保険に加入している人で、一般ドック・脳ドックの受診者に対

して補助を行います。なお、補助の申し込みはどちらか一方です。

，対象者前年度までの国民健康保険税を完納した世帯で、合年の4月1

日現在30歳以上70歳未満の人。ただし、老人保健法による医療受給者

や現在医師の治療を受けている人、妊娠中の人は除きます。

し申込方法8月27日(月)から9月7日(金)までに､被保険者証(保険証)と印

かんを持参のうえ､保険医療課へ申し込み｡＊定員になり次第締め切ります。

惨その他受診の対象となった人には、受診補助決定通知書を9月中旬ご

ろまでに送付する予定です。

し実施病院と受診料等

勤欝霞’犀恵一ﾑの教薑講座･
ス識=ツ教室の受講生と生徒

レ資格仕事をもつ独身の男女。

し申込9月1日(土)の午前8時

30分から受講料(教養講座は1

か月分)を添えて直接勤労冑少年

ホームへ｡＊先着|||目による受付。一
》

教養講座

口期間等 10月から平成14年3

月まで。時間は、午後6時30分

～8時30分。

口内容 －．般伽,ドﾙ ' ,y;iクハ ､÷|*脳ドヅク鶏鰯

笑施病院 高萩協同病院 聖麗ﾒﾓﾘｱﾙ病院(日立市）やすらぎの斤温泉病院

受診，;鼻料| 37,640円 37,800円 35,000円

12,640円 12}800円 10,000円

＊残りの25,000円は、市が補助金として支払います。

｜ ‘目a ・』

自己負担額

10月1日(月)～平成

14年3月30B(土）

＊日曜日・休日を除く。

12月3日(月)～平成14年3月29日（金）

＊土・日曜日・休日を除く。
実施期間

郡

約2時間

40人

約2時間30分

100人

検査所要時間
スポーツ（ゴルフ）教室

募集人員
口期日等毎週火曜日の午後6時30

分～8時30分｡＊10月から計18回。

口受講料2,000円（全期間分)。

レ問合せ勤労冑少年ﾎｰﾑ召23-7177

●訂正とおわび●先月号の7頁に掲載した「市政モニター名簿」の電話

番号に誤りがありましたので訂正しておわびします。

菊地かつさん（中戸川） 電話28-0844

12

講座名|曜日
茶道 火

受講料(月額）

1．500円

定員

20名
一々 11

道
理

書
料

生花 金 3，300円 20名

水

木

木

金

1,000円

2,000円

3‘300円

20名

20名

15名

15名



▼
内
容
ボ
ス
タ
ー
、
作
文
、
書
道
、
標
語
、

新
間
。
▼
対
象
者
小
・
中
毒
生
。
＊
標
語

は
制
限
無
し
。
▼
応
募
規
定
［
ポ
ス
タ
ー
］

大
き
さ
は
Ｂ
４
～
Ａ
２
・
「
９
月
旧
日
下
水
道

の
日
」
の
文
字
を
入
れ
る
。
［
作
文
］
下
水

道
に
関
す
る
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
自
由
に

発
想
‐
表
現
し
た
作
文
。
［
書
道
］
半
紙
を

縦
長
で
使
用
・
課
題
は
小
学
校
低
学
年
が
「
下

水
ど
う
」
、
同
高
学
年
が
「
下
水
道
の
役
割
」
、

中
学
生
が
「
下
水
道
と
環
境
」
．
［
標
語
］
官

製
は
が
き
ま
た
は
ハ
ガ
キ
大
の
用
紙
に
作
品

１
点
、
１
人
１
点
の
み
。
［
新
聞
］
Ａ
３
判
以

上
の
紙
の
片
面
に
新
間
形
式
で
編
集
、
制
作

さ
れ
た
手
作
り
の
も
の
。
＊
こ
の
ほ
か
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

▼
締
切
９
月
旧
日
（
火
）
。
▼
入
選
作
品
の

発
表
（
予
室
下
水
道
組
合
は
仰
月
中
旬
、
茨

城
県
は
Ⅲ
月
。
▼
問
合
せ
日
立
・
高
萩
・

十
王
広
域
下
水
道
組
合
恋
（
犯
）
５
５
９
６

▼
日
時
８
月
配
日
（
日
）
午
後
７
時
訓
分
か

ら
９
時
ま
で
。
＊
雨
天
・
壼
天
の
場
合
は
中

止
。
▼
会
場
森
林
公
園
。
▼
内
容
壹
の

星
座
と
半
月
を
観
察
。
▼
参
加
料
無
料
。

▼
申
込
直
接
会
場
へ
．
＊
小
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
▼
問
合
せ

歴
史
民
俗
資
料
館
冠
（
四
）
７
２
２
９
生
涯

学
習
課
容
（
四
）
１
１
３
２

茨
域
県
下
水
運
爆
進
週
闇

コ
ン
ク
ー
腿
の
儒
晶

星
を
見
る
会
の
参
加
書

勤嗽
国

聯印岬岬卸1f 岬、 岬‘ 11 岬血W岬祁、 軒 、， 叩岬卵籾伊 、 辱； 止畢 『『ぜ'F炉鞭 暦穿辱 響砺卿 零『卿W， 41 砂聯 伽 叩 r、喝 叶 岬岬6 W' W1 f、 岬ャ 綿型‘ 許露

一▼
日
時
８
月
旧
日
（
土
）
と
旧
日
（
日
）
。
＊

旧
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
旧

日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
．
▼
会

場
文
化
会
館
会
議
室
▼
内
容
市
内
の

児
菫
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
制
作
し
た
統
計

グ
ラ
フ
の
作
品
を
展
示
．
▼
問
合
せ
高
萩

市
統
計
協
会
（
庶
務
課
内
）
否
（
羽
）
２
１
１
９

ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
．

▼
問
合
せ
庶
務

課
面
（
四
）
２
１

１
９ 旧

月
１
日
現
在
で
、
平
成
旧
年
度
事
業
所
．

企
業
統
計
調
苣
が
全
国
で
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
星
づ
い
て

行
わ
れ
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
．

こ
の
統
計
調
苣
は
、
事
業
所
及
び
企
業
の

産
業
、
従
業
者
規
模
な
ど
の
呈
本
的
構
造
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
や
施
策
を
立
案
す
る

際
に
、
壹
菫
な
墓
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。
９
月
下
旬
に
、
調
苣
員
が
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
に
各
事
業
所
を
訪
問
い
た
し

籟
辱
鰯
高
萩
雨

総
論
グ
ー
零
コ
作
晶
展

事
業
所
・
愈
業
統
計
調
實
に

ご
臓
力
く
鮭
さ
い

お
知
職
せ

ー

ー‘

幸苧孝屋 酋袋矛呼呼炉} 昼俳伊＃↑ 呼辞『緬呼岬ffh l¥ f ペ' 卵‘ 鰍冊↑ f中 6，岬郁馴} 砂暇伊部t 師呼罪呼願唾 浄輔F季寺虐零号吟辱毒寺学年痔雪 子砦 千 審辱守常陽 季＃

屋
外
広
告
物
と
は
、
常
時
ま
た
は
一
定
期

間
継
続
し
て
、
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る

言
板
や
立
て
言
板
、
は
り
紙
、
ボ
ス
タ
ー
、

広
告
塔
、
広
告
板
な
ど
を
い
い
、
表
示
内
容

に
つ
い
て
は
文
字
だ
け
で
な
く
、
会
社
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
の
絵
画
的
な
も
の
も
含

ま
れ
ま
す
．

昨
年
９
月
羽
日
に
行
っ
た
撤
去
活
動
で

は
、
高
萩
土
木
事
務
所
、
東
京
電
力
㈱
、
教

育
委
員
会
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
㈲
高
萩
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
約
２

（特別)児童扶養手当の現況届を忘れずに…

児菫扶養手当や特別児菫扶養手当を受けている人は、毎年支

給要件を確認するため『現況届』を提出しなければなりません。

この届を出さないと、受給資格があっても8月以降の手当が受

けられなくなりますので、必ず手続きを取ってください。

なお、現況届の用紙等については、8月上旬に送付します。

し提出期間8月9日(木)から9月10日(月)までで、土・日曜

日を除く。 ＊受付日を指定しますので、ご協力ください。

’提出先市民課管理係。

ｇ
｜
胃
は
一
屋
外
広
告
甥

美
龍
強
調
凰
闇
」
で
す

ー

児童扶養手当について…

し目的父母の離婚などで、父と生計をともにできない児菫が

健やかに成長するために、家庭牛活の安定と自立の促進を助

けることを目的としています。

口支給の対象者国内に住所を有し、支給対象となる児菫(18歳

に達する日以降の最初の3月3旧までの間にある児童で､身体または精神に障害のあ

る場合は$20歳未満の児菫)を監護している母、または養育している

親族に支給されます。ただし、公的年金を受けている人や所

得制限を超える人には支給されません。

口支給の対象となる児童父母が婚姻を解消した児童／父が死

亡した児菫／父が一定の障害の状態にある児童／父の生死が

明らかでない児菫／父が引き続き1年以上這棄(拘禁)してい

る児菫／母が婚姻によらないで生まれた児菫／母が児菫を壊

胎した当時の事'|冑が不明な児菫

口手当月額 1人…42,370円、 2人…47,370円、 3人･ ･ ･

50,370円 ＊3人目以降は、 1人につき3,000円を加篁。

レ問合せ市民課狂23－2116

FF辱辱告牽舎筈ご毒盲昏雲悸壽壹壹匡ひらF1 ②穆魯②やFF毎F昏偲

０
０
枚
以
上
の
ボ
ス
タ
ー
や
立
て
言
板
な
ど

を
撤
去
し
ま
し
た
．
ま
た
、
毎
月
行
っ
て
い

る
禁
止
物
件
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
は
り

紙
、
は
り
札
、
ボ
ス
タ
ー
は
、
年
間
２
，
０

０
０
枚
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
禁
止
区
域

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
野
立
広
告
物
な
ど

に
対
し
て
も
、
除
去
活
動
や
違
反
是
正
の
た

め
に
必
要
な
措
置
を
今
後
と
も
行
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
の
相
談
等
に
つ
い

て
は
、
都
市
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
都
市
計
画
課
恋
（
四
）
７
０
３
４

13
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韓

プロムナードフエスタ2001

ｹtフリーマーケットの出店者募集

‘灘.○日時9月8日(土)午前11時～午

後3時。＊荒天時は9月15日(土)。

○会場駅東ハーモニーパーク。

○参加料 1区画(2m×2m)500円。

○申込8月31日(金)までに電話で

申し込み。

＊先着100区画で締め切ります。

●緑川慎二さん恋22-2778

高萩市商工会胄年部B22-2501

平鰯3年度茨城県職員等採用

;典中･初級試験の実施
熱験､鵜’

○試験区分県職員の中級・初級で職

種は事務、土木など。小中学校職員

で中級は栄養士、初級は事務。

○資格中級は昭和50年4月2日から

昭和57年4月1日までに生まれた人。

初級は昭和55年4月2日から昭和

59年4月1日までに生まれた人。

○受付期間8月13日(月)～9月4日(火)。

○第1次試験9月23日(日)。

＊内容は筆記と論文、作文。

●茨城県人事委員会事務局B029-301-5549

;第28回高萩美術協会展覧会

○日時9月8日(土)～15日(土)。午

前9時～午後5時。＊最終日は午後

3時まで。

○会場高萩市民センター。

o内容会員の制作した洋画や日本画

の展示。

･高萩美術協会松本三郎さん召23-4032

高萩市カラオケ望み会発表会

○日時9月9日（日）午前10時から。

＊入場無料。

○会場文化会館。

○内容カラオケや舞踊の発表とゲス

ト （美舟真季さん）の出演。

･高萩市カラオケ望み会

丹勝政さん召23-3561

第21回高萩市民

大会の参加者募集

総合体育

介護支援専門員実務研修受講試験

○日時 11月11日(日)午前10時～。

○会場県立水戸第二高等学校ほか。

○資格国家資格等の有無、従事業務

内容、実務経験期間・日数等により

異なるので、詳細は受験案内（日立

保健所で配付)を参照してください。

○受付8月20B(月)～8月31B(金)。

●茨城県高齢福祉課召029-301-3343

第53回市民ソフトテニス大会

○期日 10月7日(B)*荒天時は10

月14日(日)。

○会場高浜運動広場テニスコート。

○対象者市内に在住、在勤、在学し

ている人と招待者。

○参加料中学生400円、高校生

800円、一般 1 ,600円。

・高萩市ソフトテニス連盟

羽田哲夫さんB23-3188

■P

■J県立北茨城養護学校の体駄入学説明会
も蕊？

○日時8月22日(水)午前9時15分

～1 1時30分。

○会場県立北茨城養護学校。

○対象者平成14年4月に就学予定

で､心身に障害をもつ児童の保護者。

○内容教育内容についての紹介や施

設見学など。

●県立北茨城養護学校奇43-2622

｢"-'ﾂ"ｰ"､ー…ー．~"一W＝…一ー…一ー…一…一ﾊﾍｰw可

iア揃碗肱’胞期脈脾”I
i oとき8月20日(月)～21日(火)。 1

1 ○ところ奥日立きららの里。

1 o内容 「新しい芸術表現｣の体験@ |
! ｡参加費大人8,000円、高校生！

i 以下5,000円。
i o申込8月15B(水)までに電話で。 i
i ･茨城県地域計画課内事務局画029-301-2735 i

第22回市民テニス大会；

○期日 9月23日（日）ダブルス。

10月21B(B)シングルス。

○会場高浜運動広場テニスコート。

○対象者市内に在住、在勤している

人とテニス協会登録者。

○参加料ダブルス 1 ,000円／組、

シングルス500円／人。

○申込所定の申込書に参加料を添え

て、 8月18日(土)から勤労冑少年

ホームに申し込み。締切りはダブル

スが9月8日(土)、シングルスが10

月6日(土)のそれぞれ午前中まで。

・高萩市テニス協会

柳沼信義さん召23-2457

佐藤きみさん召23-2678

｢県北地域中小企業支援センター」

をご利用ください

ビジネスマンや主婦で創業を志す

人、新分野への進出や事業の多角化

など経営革新を進めようとする事業

者へ、専任コーディネーターが指導

助言を行います。

○相談日毎週火･木曜日の午後2時～

6時｡第4日曜日の午後1時～4時。

o会場勝田商工会館2階。

●勝田商工会議所画029-273-1371

〆
） 曰周!さ経;音産業省主ﾛ畠の

這冒気1吏函安宝言肩閏です
7分号r全工1〆だ,や／し笈〉おくDJ鼻撰（

畷謹繧獣庭』》
一
》
壱

『

〆

へ

担感’
､ 壗

獅
紺
避
恥
総

Ｔ
＋
’

訂
“
巽
瀞

斑
醒
禰
呼

､雪
‐

《蕪鰕函東電妄可保安湧秀圭曽
h廿｡:〃www･kdl了､or- ip

鐵蒙善議鰯慧 ､麹 ”ン渉津””擬議津騒津騒津編驫績鬮”
＊社会福祉協議会へ

・高萩市アマチュアダンス協会30,000円

･東京電力(株)日立営業所防犯灯26基

・大高美智さん(安良川） 500‘OOO円

・横山健一さん(東本町） 100,000円

●明治大学校友会北茨城･高萩支部 100!000円

・西野秀一さん(有明町） 200,000円

●金木秀鳳カラオケ会会員一同 30,000円

・戸室正吉さん(上手綱） 100,000円

･(故)田所鹿蔵さん(肥前町） 100,000円

＊図書館へ

o堀井薯介さん(東本町） 図書寄贈

市
始
ま
っ
て
以
来
と
い
う
長
時
間

に
わ
た
っ
た
断
水
。
私
自
身
は
当
日

の
現
場
の
取
材
か
ら
始
ま
り
、
翌
日

は
自
衛
隊
の
給
水
車
と
と
も
に
給
水

所
で
の
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。
今

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
数
多
く
の
市

民
や
事
業
所
が
一
人
の
運
転
手
の
行

為
に
よ
り
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
迷

惑
を
受
け
た
と
い
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に
、

改
め
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水
の
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を
十
分
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間
で
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。
閻

遠
く
は
京
都
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参
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が
あ
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た
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
。
大
会
に
優

勝
し
た
チ
ー
ム
を
相
手
に
、
ゲ
ス
ト

の
佐
伯
・
高
橋
両
選
手
が
ポ
ー
ン
と

山
な
り
に
返
す
ス
パ
イ
ク
（
？
）
は
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す
が
に
鋭
い
コ
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に
決
ま
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世
界
の
ビ
ー
チ
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る
両
選
手
か
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「
白
い
砂
浜
は
外
国
の
よ
う
」
と
絶
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さ
れ
た
高
萩
の
海
。
い
つ
ま
で
も
、

美
し
い
海
を
残
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
固
■
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SPORTS
j筑蕊饒騨秘結黙（敬称略）

■第19回さねやか杯争奪家庭婦人,？ ‐

…Ⅷ 、が~j…毎： :（:レーボニナレ高萩大会

□とき 6月10B(日）

□ところ市民体育館､高萩工業高校体

育館

口参加チーム20チーム

<Aブロック＞

［優勝] J ・ホークス

［準優勝］ おおいま

［第3位］ ミズキイーグル

無職趣相談
1$燕も溌癖鷲識……鍵蕊…蝋騨ｳ…篭解蕊鍛……謡癖鉾蕊鍵溌騨韓蝿I

<Bブロック＞

［優勝］ さわやかA

［準優勝］ 成沢クラブ

［第3位］ 台原クラブ

蘇 壹蕊
／相談員：鈴木清相談員

●秘書課恋23-7320

■第48回高萩警察署管内防犯青少年柔剣道大会鳥

□とき 7月8日（日） 剣道□ところ市民体育館

柔道□ところ高萩中学校武道場 口参加者 18団体342人

口参加者 13団体257人 《団体》 ［一般男子の部優勝］高萩高等学

《団体》［小学生男子の部準優勝］高萩市柔 校A、 ［同準優勝］高萩高等学校B、 ［同

道スポーツ少年団A、[小学生女子の部第3 第3位］高萩高等学校OB会、 ［一般女子

位］高萩市柔道スポーツ少年団A の部優勝］松丘高校龍士会、 ［同準優勝］

《個人》 ［小学生男子1～3年生の部優勝］富 松丘高等学校、 ［中学生男子の部準優勝］高

田将樹（高ｽ少)、 ［同第3位］菊池椋（高 萩中学校、 ［同第3位］高萩武徳殿少年

ｽ少)、 ［小学生男子6年生の部優勝］富田大樹 剣士隊

(高ｽ少)、 ［同準優勝］佐藤貴範（高ｽ少)、 《個人》 ［中学生男子1 ．2年生の部優勝］堀

[一般有段者の部準優勝］鈴木文雄(高十協)、 江央樹(高萩中)、 ［同準優勝］菅原裕樹(高

[小学生女子1～3年生の部優勝］根本美沙希 武殿)、 ［同第3位］岡島弘和(高武殿)、 ［男

(高ｽ少)、 ［同準優勝］佐藤安美（高ｽ少)、 子2段以上の部優勝]猿田宏太朗(高萩高)、[同

[同第3位］小口理沙(高ｽ少)、 ［小学生女 第3位］森田辰則（高萩高)、 ［女子有段の部

子4～6年生の部準優勝］風間陽子（高ｽ少） 優勝]大泉雅穂(龍士会)､[同準優勝]伊藤

＊(高ス少） ：高萩市柔道スポーツ少年団 千香(松丘高)､[同第3位]佐藤弥生(松丘高）

（高十協） ：高萩・十王柔道協会 ＊(高武徳） ：高萩武徳殿少年剣士隊

（龍士会） ：松丘高校龍士会

K<_Z

驚難癖日時

午後

●生活環境課Ⅳ塑恋23-7031 ℃＆

蕊溌擢蕊
》 ､ , 鴫 ､ ､

受けることができます。 J

●社会福祉協謹会恋23-8341
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8月26一 ~ 勤

G-BOYS

高萩小堀

アドベンチャーズ

高萩レンジャーズ

な か ま

高萩それいゆ病院

KARASU

M A C

アスレチックス

中央油化

助川電気工業㈱

マンキース

千代田クラブ

名 球 会

NK･八ンマーズ

高 萩 会

日ﾎｹﾐｺﾝ鵬紅場

ワイルドギース

むりやり21

－
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
１
１
１
１
－
１
１
１
１

9／2A9:00

8/26A9:0*
9/2A12:0

8/26A10:30

羊鴛:,
9/2B9:00

18/2681 ] :00
9/9A12:00

日時：8月15日(水)･28日(火)･9

月5日(水)･12日(水)､19日(水)､午

後1時~2""擬所:日立保健”な､ 蕊 ､ ､｡ ､､:､ ､鷺

●日立保健溌睡鐙0294-22患4188

9／9A9;00

8/26A13:30 1-
9/2A10:30_

M1f
8/26A12:

8/26A1

14

9／2B10:30

18/2681530
A10;30

ー

Ａ
３
９C肖寶至活稠壼

●消費生活センター

"029-225=6445

＞
死:：

一

9/23A9:0(

8/26C9:30

9/2A13:30

8/26C11:00L
l

9/9A10:30､ .…"1 1j'‘富蕊懲頚§i､芦‘

凱叫Ｎ
Ｃ
２

６
ノ

２
９

１８

F18/26[)12:308/26C12:

裂引」8/26C1
:総合福祉センター内浴場

"13(月)･27(月）
腫凋10(月)･24(月）
トイレの汲み取り

翻副14(火)-16(木)･19(日）
25(土)･26(日)

國副2(日)・ 9(日)･15(士)
16(日)

花貫物産センター

鰯惑7(火)･20(月)-22(水) i
’28（火）

鰹圃4(火)･11(火)918(火) ≦

一_一コ

司8/26，15:30

一

丁 『単蕗｝諦 …
村井友樹さん(2年:写真左） 高原あゆみ

さん(2年同右）

8月1日(水)から4日(士)まで熊

本県で開かれた全国高等学校総合体育

大会（インターハイ)体操競技に県の

代表として出場しました。
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一

一ふるさとの海一

（高声小浜海津）

鈴木正子さん

（高戸）

[絵(油絵)と文］

潮騒の響きと向かい合っている

と、夢や希望を乗せてロマンが広が

ります。ささきの浜より万葉の道を

抜け散策すると、また一風変わった

展望が開けます。可憐なねじ花、山

ユリや浜菊など、思わぬ季節の草花

にも出会います。

美しい景色と親しみ、自然に恵み

を受け、多くの人々が磯遊びに訪れ

る大好きなふるさとの海です。

ー

学
び

篭飴,どけ！
拭
き
〃

一
一
ノ高荻中学校の松塚

る
大
樹

正門を入ってすぐ左手に、古墳

時代に造られたという円墳があり

ます。松塚と呼ばれているこの小

高い丘には、十数本の松が点在し

ています｡天を突く太い幹や広が

る枝が木陰を作って、暑い日には

生徒たちの憩の場となっています。
サ

〆
；
》

9月8月I 日曜当番医です。 〔時間〕午前9時～午後4時

日 ，病院･医院名（所在地）

_坦I払圖ｸﾘﾆｯｸ(下手綱’
’たばたクリニック(高戸）

9日十王医院（十王町）
16日|高萩それいゆ病院(上手綱）

23日やすらき‘の丘温泉病院(下手綱）

30日|高萩協同病院(安良j ）

病院･医院名（所在地）

高萩協同病院（安良川）

福島クリニック(十王町）

石医院（東本町）

滝川医院（春日町）

電話

(22)1000

(20)5511

(32)3266

(24)0770

(24)1212

(23)1122

電話

(23)1122

(32)6800

(23)1711

(23)3100

日
一
妬
一
配
一
釦

F 標+

③月号
No.498

市報危かはぎ
平成13年8月6日発行

8月の納税
*市県民税（第2期）

惨納期は、8月31日(金)です。
＊国民健康保険税（第3期） ＊国民年金（8月分）

34,489人(-21）

16,974人(-14）

17,515人(－7）

■ホームページで市報がご覧になれます。

ホームページアドレス h叩:"www.net-ibaraki.ne.lp/takaha9i/

■市報への意見や市への要望は､Eﾒｰﾙでお寄せください。

電子メールアドレス takahagi@ponet-ibarakmejp

■編集／高萩市役所秘書課

〒318-8511茨城県高萩市本町1-100-1

B0293(23)7320

■印刷／㈲さくらい印刷所 ’ ( )は前月比世帯数11,968世帯(＋9）
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